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作家 万城目 学氏  追手門学院小学校99期生

東北の皆さんのねばり強さで、一日も早い復興を!!　応援しています

今春、ベストセラー作家　万城目学氏の『プリンセストヨトミ』が大ヒット上映
されました。

作品は万城目氏が毎日追手門学院小学校の教室から見ていた大阪城が題材となっています。
校舎の地下にある大阪城の抜け道の話も出てきます。又、大阪府庁舎を借りての作品は「ブラック 
レイン」以来の映画だそうです。奇想天外なストーリー、エキストラ５０００人を府庁前に集めて
の撮影、真っ赤にライトアップされた大阪城、豪華キャスト、大阪の食文化など私たちにとって
親近感を覚える話題性のある映画でした。
新刊には『偉大なる、しゅららぼん』（集英社）を発表されています。

飛翔 ! 活躍する山桜会員 MANABU MAKIME

　先日、栄えある追手門学院小学校の親子三世代在校生として
表彰していただき、大変光栄に存じ、また面映ゆくもありました。ありが
たく心より感謝する次第でございます。
　私どもは、私が第75期生、息子たちが100期生、101期生、106
期生で、100期生の息子の子供たちが現在、小6（双子）、小4、小1、
と大変お世話になっております。
　さて今秋の孫たちの運動会に、久しぶりに時間がとれ、拝見する機
会を得ました。私自身が参加した運動会から50年の歴史があるにも
関わらず、学院の伝統、子供たちの規律正しさ、明朗さ、力強さなどな
ど、ちっとも遜色せず、非常に感激しました。特に、造形体操は見事と

しか言いようがありません。先生
の笛の合図に微動だにせず整
列し、演技をし、まさに追手門学
院生の誇りといえるものでした。
常日頃からの先生のご指導、ご鞭撻の賜物と存じます。
　私自身、この学院で学んだことが人生の原点となり、大いに影響を
受けました。孫たちもまた、かけがえのない経験をし、この学院で学んだ
ことを誇りに思う日がくるのでしょう。
これからのますますのご繁栄とご発展を心よりお祈りいたします。

ま　　き　　め

●追手門学院では、２０１１年度より卒業生を対象とした二つの表彰制度を実施することになりました。
　１　創設者の名を冠した高島鞆之助表彰制度は、卒業生が学院の一員である意識と一体感を醸成し、卒業生一人ひとりの励みとなるよう、社会に貢献し、顕著な業績をあげ、 
　　  学院の発展、名誉及び信用の向上に寄与された方を表彰する制度です。
　２　親子３代にわたる入学者に対して感謝状を贈呈する制度は、学院が親子３代（直系の親・子・孫の３世代。ただし、申請時において孫が本学院の在籍者であること）にわたる
　　  入学者に対して感謝状を贈り、感謝の意を表するものです。
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第１回高島鞆之助賞・親子三世代追手門ファミリー
7月9日（土曜日）、追手門学院後援会の集いにおいて、第１回高島鞆之助賞を、芥川賞作家 宮本 輝氏（大学第１期生）、アドベン
チャーサイクリスト中西大輔氏（大学第２３期生）の2名が受賞されました。
また、親子三代にわたる入学者１０組のファミリーに感謝状が贈られました。
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松本　淳 （小75・中学18期）


